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１．はじめに 

 

 道路交通需要予測については，道路交通センサス

やパーソントリップ調査等の実施に伴い，データの

蓄積も進み，四段階推計法を中心として様々な方法

論が提案され，我が国の道路整備計画に応用されて

きた．しかし，近年の道路投資に対する評価等、道

路事業に対する様々な評価に見られるように，道路

整備計画の考え方やそれに対する事業実施に向けて

の客観性・透明性を持った説明がより強く求められ

るようになっていきている．特に道路整備計画の重

要な基礎的情報を提供する道路交通需要予測方法に

ついては，これまでにも増して客観性・論理性が求

められてきている．また，TDM 施策に代表される

ように，これまでの「供給量の拡充」を目指した道

路政策から，「ソフト施策の導入や施策の総合化

等」の多様な政策が重要視され，それに対応した道

路交通需要予測も必要不可欠となってきている． 

 このような背景を踏まえ，道路の計画や事業実施

に際しての基礎となる予測交通量を算出するための

需要予測手法を示すための「道路交通需要予測マニ

ュアル－利用者均衡配分の適用に向けて－」が土木

学会より出版予定である． 

 本論文では，この「道路交通需要予測マニュア

ル」の内容と適用にあたっての考え方を紹介する。 

 

２．マニュアルの内容と適用の考え方 

 

(1)マニュアルの目的と位置付け 

「道路交通需要予測マニュアル」では，これまで

の道路交通需要予測手法に対し，次のような視点か 
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ら実務的な道路計画に運用できるように検討を行っ 

てきた． 

①客観性・透明性を持ったグローバルスタンダード

な手法 

②現状の課題を改善し，可能な限り最新の理論を適

用した予測手法 

③予測精度をより向上させるための予測手法 

④実務的に適用可能な操作性の優れた予測手法 

⑤多様な政策評価への応用が可能な予測手法 

 この道路交通需要予測マニュアルは，交通需要予

測に関する技術的な参考書として，可能な限り幅広

く適用可能となるように，理論的側面と実証的側面

から解説を試みている．そのため，現段階では研究

レベルに止まって，必ずしもすぐに実務へ適用でき

ない手法等もある．このような手法については，理

論的側面を踏まえて，実証分析を行い，実務に適用

可能となるようにして行く必要がある．今回出版に

至る道路交通需要予測マニュアル第Ⅰ編は，道路交

通需要予測手法のうち，配分交通量の予測に焦点を

当てた日単位の利用者均衡配分手法を中心としたマ

ニュアルとして構成されている． 

今後，より発展的な予測手法については，実証分

析を蓄積し，道路交通需要予測マニュアル第Ⅱ編と

して出版して行く予定である． 

 

(2)マニュアルの構成と内容 

 本マニュアルは，第 1 章から第 6 章までの 6 章構

成となっている（図 1 参照）．まず，道路交通需要

予測の役割を示し（第 2 章），道路交通需要予測に

必要となる交通調査及び交通データを解説するとと

もに（第 3 章），現在の需要予測手法の基礎となる

四段階推計法について紹介している（第 4章）． 

本マニュアルの核心部分である配分手法について

は，第 5 章以降で解説している．第 5 章は利用者均

衡配分の導入部分としての位置付けであり，日単位

の利用者均衡配分について解説している．本マニュ



 

 

アルでは，出来るだけ読者の様々なニーズに対応で

きるよう，「理論編」，「適用編」，「実証編」の

3つに分類し説明している（図 1-2参照）． 

 第 6 章では，多様な政策評価に対応するための利

用者均衡配分モデルの今後の拡張に向けた，発展的

なモデルの例を紹介している．この内容については，

実証分析を蓄積し，今後出版を予定している本マニ

ュアルの第Ⅱ編に詳細な解説していく内容である． 

第１章
このマニュアルの位置づけ

第２章
予測の役割・考え方

第３章
交通データ

第４章
四段階推計法

第５章
日単位の利用者均衡配分

第６章
利用者均衡配分モデルの拡張

6-2　確率的利用者均衡配分

6-3　マルチクラス配分

6-4　需要変動型均衡配分

6-5　時間帯別均衡配分

 
図１ 道路交通需要予測マニュアル（第Ⅰ編）の構成 

 

３．利用者均衡配分の適用に向けて 

 

(1)なぜ利用者均衡配分なのか？ 

 近年，交通量推計に対して，効率的で透明性を持

った道路政策に資することや，新しい政策への対応

が求められている．これらの課題に対し，利用者均

衡配分手法は以下のようなメリットを有している． 

①交通量配分の原理が理論的で，説得力が高い． 

②道路のサービスレベルの評価（旅行時間等）につ

いて，妥当性の高い出力が得られる． 

③モデルの拡張性が高く，多様な政策評価への展開

が可能である． 

 特に，設計要素によって定まる道路特性を反映し

た適切なリンクパフォーマンス関数を設定すること

により，リンク別の交通量の推計だけではなく，Ｏ

Ｄ間の旅行時間も同時に比較的高い精度で推計可能

であり，より適切な費用便益分析が実施できる． 

 

(2)均衡配分モデル適用にあたっての前提条件 

利用者均衡配分はワードロップの第一原理を満た

すように交通量を配分する方法である．ただし，具

体的に配分交通量を推計するためには，以下に示す

ようないくつかの前提条件を考慮しておく必要があ

る． 

1) 経路旅行時間に関する仮定 

①起終点間の旅行時間は，その通過経路を構成する

リンクの旅行時間の和で表される． 

②各リンクのリンク旅行時間はそのリンクの容量と

交通量のみによって決まり，他のリンク（対向車

線や交差する道路等）の交通状況には影響を受け

ない． 

2) 車種や旅行目的の違いの取り扱い 

 現実には，車種や旅行目的等によって有料道路料

金や時間評価値が異なり，経路選択行動が異なる可

能性がある．しかし，本マニュアルの第Ⅰ編では，

車種等の違いを考慮しない配分方法を解説している．

また車種別の有料道路料金と時間評価値を考慮した

配分方法の考え方については，第 6 章で若干紹介す

るが，具体的な推計方法は第Ⅱ編で解説することと

する． 

3) 有料道路料金の負荷方法と時間評価値 

 有料道路の料金は，時間評価値（単位時間あたり

の貨幣換算値）を用いて料金を時間に換算した上で，

走行時間に加算することによって，交通量配分に反

映させる． 

4) 道路ネットワークの集約化と内々交通量 

 配分計算に用いるネットワークデータは，細街路

を含む全ての道路を表現したものではなく，主に幹

線道路で構成されているのが通常である．また，  

OD 表の内々交通量はネットワークに負荷されない

ことが多い．そのため，実際にはネットワークの設

定および内々交通量の取り扱いは，分析目的に応じ

て判断する必要がある． 

 

(3)マニュアル適用に向けて 

なお、このマニュアルで記される需要予測手法

に関する内容は、完全なものではなく、今後のより

数多くの分析事例の蓄積と課題を明確にするととも

に，手法に関するより発展的な研究を重ねて、優れ

た手法へと改善を図っていくことが必要であり，重

要である。 


